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条
例
の
一
部
改
正

◆
鋸
南
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
等
の
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

助
成
方
法
を
こ
れ
ま
で
の
償

還
払
い
に
加
え
て
、
現
物
給
付

に
つ
い
て
も
規
定
し
た
。

窓
口
で
受
給
券
を
提
示
す
れ

ば
、
こ
れ
ま
で
窓
口
で
一
時
的

に
支
払
っ
て
い
た
助
成
金
分
を

支
払
う
必
要
が
な
く
な
る
。

令
和
２
年

月
１
日
以
降

の
医
療
費
分
か
ら
適
用
さ
れ
る
。

補

正

予

算 

一
般
会
計

１
億
９
６
５
３
万
９
千
円
を

追
加
し
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出

総
額
を

億
９
２
２
７
万
９

千
円
と
し
た
。

歳
出
の
主
な
内
容

◆
総
務
費

▽
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
構
築

委
託

２
０
０
万
４
千
円

▽
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
寄
付
金

業
務
代
行
委
託

３
７
０
万
４
千
円
増

▽
投
票
用
紙
自
動
交
付
機

２
６
２
万
３
千
円

◆
民
生
費

▽
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

１
５
５
万
７
千
円
増

▽
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費

１
９
９
６
万
１
千
円
増

▽
保
育
所
管
外
委
託

５
８
４
万
７
千
円
増

◆
衛
生
費

▽
予
防
接
種
事
業
委
託

２
１
０
万
円
増

◆
消
防
費

▽
第
１
分
団
及
び
第
２
分
団
詰

所
の
物
品
購
入
費
用

１
０
７
万
７
千
円
増

◆
諸
支
出
金

▽
財
政
調
整
基
金
積
立
金

１
億
５
６
１
４
万
９
千
円
増

※
年
度
末
の
残
高
は
、

億

１
０
２
７
万
２
千
円
と
な
る

見
込
み
。

▽
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
基
金
積

立
金
１
６
５
７
万
９
千
円
増

歳
入
の
主
な
内
容

▽
地
方
交
付
税
、
普
通
交
付
税

９
８
５
３
万
２
千
円
増

▽
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
寄
付
金

２
４
０
２
万
７
千
円
増

▽
建
物
災
害
共
済
保
険
金

４
２
４
６
万
２
千
円

▽
市
町
村
振
興
宝
く
じ
交
付
金

６
１
１
万
９
千
円

質

疑

問

都
市
交
流
施
設
周
辺
整
備

事
業
費
５
千
万
円
は
、
基
本
設

計
及
び
実
施
設
計
委
託
料
で
、

工
事
費
等
の

％
程
度
を
予

定
し
て
い
る
と
の
説
明
だ
が
、

高
く
は
な
い
か
。
委
託
料
に
は

プ
ー
ル
の
解
体
等
の
設
計
も
含

ま
れ
て
お
り
、
単
独
で
設
計
し

た
方
が
経
費
削
減
に
な
る
と
思

う
が
、
再
度
、
見
積
書
を
取
っ

て
は
ど
う
か
。

答

委
託
料
は
、
国
土
交
通
省

と
千
葉
県
公
共
建
築
設
計
業
務

の
積
算
基
準
に
基
づ
い
て
積
算

し
ま
し
た
。
分
離
発
注
に
つ
い

て
は
、
来
年
度
以
降
、
設
計
等

月
定
例
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
急
激
な
感
染
拡
大
を
考
慮
し
、
通
常
４
日
間
の

会
期
を

月

日
の
１
日
間
に
短
縮
し
、
集
中
審
議
を
行
っ
た
。

今
定
例
会
に
は
、
条
例
改
正
１
件
と
補
正
予
算
４
件
の
計
５
議
案
が
上
程
さ
れ
た
。
条
例
関

係
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
補
正
予
算
関
係
で
は
、

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
及
び
介
護
保
険
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
審
議
を
行

い
、
結
果
、
全
議
案
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
、
笹
生
あ
す
か
、
大
塚
昇
、
竹
田
和
明
、
渡
邉
信
廣
の
４
議
員
が
質

問
席
に
立
っ
た
。

っ
た
。

12月定例議会 1日間で集中審議  

 

条例改正１件 補正予算 4件 

12月 15日（火） 

欠席者 なし 
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－３－ 

全国各地から多くの支援 ふるさと納税

３月中に改修が完了する第１分団詰所

を
行
う
な
か
で
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

公
的
な
も
の
で
す
の
で
、
工

事
設
計
等
に
つ
い
て
は
、
積
算

基
準
に
基
づ
い
た
発
注
を
原
則

と
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

要
望

町
財
政
は
潤
沢
で
は
な

い
。
財
政
的
な
削
減
を
図
る
た

め
に
も
、
令
和
２
年
度
中
に
見

積
も
り
を
取
っ
て
、
町
独
自
で

解
体
を
行
う
等
、
様
々
な
検
討

を
要
望
す
る
。

万
２
千
円
を
追
加
し
、
補

正
後
の
歳
入
歳
出
総
額
を

億
１
６
７
万
円
と
し
た
。
歳
出

の
主
な
も
の
は
、

▽
葬葬
祭祭
費費

万
円
増

１
３
３
３
万
２
千
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
総
額

を

億
４
９
７
６
万
７
千
円

と
し
た
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
、

▽
特特
定定
入入
所所
者者
介介
護護
ササ
ーー
ビビ
スス

費費
保保
険険
給給
付付
費費

１
３
１
１
万
２
千
円
増

◆
収
益
的
収
入

▽
昨昨
年年
のの
台台
風風
被被
害害
にに
よよ
るる

建建
物物
共共
済済
保保
険険
金金

２
２
５
万
５
千
円

◆
収
益
的
支
出

▽
湯湯
沢沢
配配
水水
場場
ほほ
かか
修修
繕繕
費費

１
６
４
万
３
千
円
増

▽
水水
質質
検検
査査
委委
託託

債
務
負
担
設
定

２
７
２
万
円

介介
護護
保保
険険
特特
別別
会会
計計  

◇可決した６議案（〇数字は議案番号）

①議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する

条例の一部改正 【全員賛成】

②一般職の職員の給与等に関する条例の一部改正

※※討討論論をを下下記記にに掲掲載載 【賛成多数】

③鋸南町特別職の職員の給与及び旅費に関する条

例の一部改正 【賛成多数】

④第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び

費用弁償に関する条例の一部改正 【賛成多数】

⑤第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の

一部改正 【賛成多数】

⑥財産の取得について（テレワーク関連機器一式）

【全員賛成】

取得金額 １１６０万５千円

契約相手 東日本電信電話株式会社

国国
民民
健健
康康
保保
険険  特特

別別
会会
計計  

１１月臨時議会
１１１１月月臨臨時時議議会会はは、、１１１１月月３３００日日、、１１日日間間のの

会会期期でで開開催催ししたた。。上上程程さされれたた議議案案はは、、一一般般職職やや

特特別別職職、、議議員員等等のの期期末末手手当当をを削削減減すするるたためめのの条条

例例のの一一部部改改正正５５件件。。財財産産のの取取得得１１件件、、合合わわせせてて

６６議議案案がが提提出出さされれ、、全全議議案案をを可可決決ししたた。。

期末手当削減関係５議案については、千葉県人

事委員会勧告に基づいて、それぞれ期末手当を

０．０５月減額しようとするもので、本年度は、

１２月支給分を０．０５月減額し、令和３年度に

ついては、６月と１２月の支給分からそれぞれ

０．０２５月を減じる改正を行った。なお、第１

号及び第２号会計年度任用職員に関しては、本年

度の減額は行わず、令和３年度支給分から適用。 

水水

道道

事事

業業

会会

計計  

討 
 

論 

（笹
生
あ
す
か
議
員
） 

私
は
、
反
対
の
立
場
か
ら
討
論

し
ま
す
。 

昨
年
の
台
風
災
害
、
そ
し
て 

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
も
町
の
職
員

は
、
通
常
業
務
の
ほ
か
に
様
々
な

業
務
が
重
な
り
、
定
時
に
退
勤
す

る
こ
と
は
困
難
な
状
態
だ
と
聞
い

て
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
全
国
的
に
失

業
者
が
増
え
て
い
る
の
は
、
憂
慮

す
べ
き
で
す
が
、
公
務
員
の
給
与

を
引
き
下
げ
る
こ
と
は
、
年
金
受

給
者
や
民
間
企
業
の
賃
金
水
準

に
も
波
及
す
る
も
の
で
す
。
公
務

員
給
与
が
下
が
る
と
い
う
事
実

が
、
民
間
企
業
の
賃
金
水
準
に
波

及
す
れ
ば
、
公
と
民
の
際
限
の
な

い
賃
下
げ
の
悪
循
環
を
も
た
ら
し

か
ね
な
い
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。 

公
務
員
、
労
働
者
の
生
活
を

守
る
立
場
か
ら
、
国
民
全
体
の
所

得
の
向
上
を
目
指
す
立
場
か
ら
、

こ
の
様
な
賃
金
抑
制
を
容
認
は
で

き
ま
せ
ん
。 
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①広域廃棄物処理事業について 

①空き家バンクの利用促進を

②農業振興について

①公共交通について

②自治体 の整備を

①地域の防火・防災対策について

一般質問とは、議員が本会議場で町長・教育長に対し施政方針や事務の執行状況を聞き、疑問点
をただすものです。紙面の都合上概要を掲載しています。

①広広広

①

②

について

４議員が
町政を
問う！
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－５－ 

①広域廃棄物処理事業について 

①空き家バンクの利用促進を

②農業振興について

①公共交通について

②自治体 の整備を

①地域の防火・防災対策について

一般質問とは、議員が本会議場で町長・教育長に対し施政方針や事務の執行状況を聞き、疑問点
をただすものです。紙面の都合上概要を掲載しています。

①広広広

①

②

について

４議員が
町政を
問う！
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空きやバンクに登録 成約になった家屋

                  

                  

                  

                  

                  

空
き
家
対
策

過
去
に
な
い
災
害
か
ら
１
年

が
経
過
し
復
興
も
進
ん
で
い
る

一
方
、
空
き
地
や
空
き
家
も
増

え
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
人
口

も
減
少
し
、
今
年
度
実
施
の
国

勢
調
査
人
口
は
７
千
人
を
下
回

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
更
に

世
界
中
が
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
経

済
も
低
迷
し
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

も
様
変
わ
り
し
、
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
る
働
き
方
改
革
を
国

は
進
め
て
い
る
。

問

当
町
で
は
、
地
の
利
を
活

か
し
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
に
も
空
き
家
対
策

を
積
極
的
に
行
う
べ
き
だ
と
思

う
が
、
町
の
考
え
は
ど
う
か
。  

答

本
町
に
新
し
い
人
の
流
れ

を
作
る
と
い
う
、
総
合
戦
略
の

目
標
に
対
し
、
空
き
家
の
活
用

を
踏
ま
え
た
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の

促
進
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
来
年
４
月
か
ら
の
第
２
期

の
総
合
戦
略
に
お
い
て
も
、
空

き
家
対
策
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。 

問

空
き
家
の
成
約
は

件

と
の
こ
と
だ
が
、
現
在
の
空
き

家
登
録
件
数
及
び
利
用
登
録
者

数
は
ど
の
程
度
か
。

答

現
在
、
空
き
家
登
録
物
件

は
あ
り
ま
せ
ん
。
利
用
希
望
登

録
者
は
、
の
べ

人
で
す
。 

問

非
農
業
者
に
も
農
地
利
用

が
可
能
な
「
農
地
付
き
空
き

家
」
が
人
気
で
、
近
隣
市
で
は

既
に
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い

る
。
当
町
で
も
早
急
に
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
。 

答

１
月
の
農
業
委
員
会
で
規

定
を
作
成
し
、
告
示
で
き
る
よ

う
進
め
て
い
ま
す
。 

問

空
き
家
の
仲
介
業
者
を
、

町
が
協
定
を
締
結
し
て
い
る
町

内
宅
建
業
者
に
限
定
せ
ず
、
門

戸
を
開
放
し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
空
き
家
バ
ン
ク
協
議
会
を

設
立
し
、
色
々
な
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
意
見
、
情
報
交
換
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

答

町
外
業
者
と
協
定
を
締
結

で
き
る
よ
う
要
綱
改
正
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
空
き
家

バ
ン
ク
協
議
会
で
な
く
、
既
設

の
鋸
南
町
空
き
家
対
策
協
議
会

で
の
対
応
を
考
え
て
い
ま
す
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
農
業

後
継
者
は
少
な
く
、
耕
作
放
棄

地
が
増
加
し
て
い
る
。

問

５
か
年
に
わ
た
り
実
施
さ

れ
た
佐
久
間
地
区
活
性
化
推
進

協
議
会
の
活
動
と
成
果
は
。

答

集
落
営
農
推
進
の
た
め
先

進
地
視
察
を
県
外
で
７
カ
所
、

県
内
４
カ
所
で
実
施
し
、
地
域

農
業
者
向
け
講
演
会
を
５
回
開

催
、
有
害
獣
対
策
講
習
会
は

回
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
活
動
の
成
果
と
し
て

渡渡邉邉 信信廣廣
議議員員

登登
録録
制制
度度
のの
周周
知知
にに
更更
にに
努努
力力
しし
たた
いい

空空
きき
家家
対対
策策

今今
後後
のの
取取
りり
組組
みみ
はは

答答ええええ 問問ええ

は
、
佐
久
間
地
区
で
３
つ
の
有

害
獣
対
策
組
合
等
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
集
落
営
農
の
課
題
が

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
佐
久

間
地
区
活
性
化
推
進
協
議
会
と

連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 
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空きやバンクに登録 成約になった家屋

                  

                  

                  

                  

                  

空
き
家
対
策

過
去
に
な
い
災
害
か
ら
１
年

が
経
過
し
復
興
も
進
ん
で
い
る

一
方
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空
き
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増
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迷
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、
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ど
う
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。  

答

本
町
に
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流
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総
合
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し
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踏
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取
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２
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取
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近
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取
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取
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答
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仲
介
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し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
空
き
家
バ
ン
ク
協
議
会
を

設
立
し
、
色
々
な
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
意
見
、
情
報
交
換
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

答

町
外
業
者
と
協
定
を
締
結

で
き
る
よ
う
要
綱
改
正
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
空
き
家

バ
ン
ク
協
議
会
で
な
く
、
既
設

の
鋸
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。
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た
り
実
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さ

れ
た
佐
久
間
地
区
活
性
化
推
進

協
議
会
の
活
動
と
成
果
は
。

答

集
落
営
農
推
進
の
た
め
先

進
地
視
察
を
県
外
で
７
カ
所
、

県
内
４
カ
所
で
実
施
し
、
地
域

農
業
者
向
け
講
演
会
を
５
回
開

催
、
有
害
獣
対
策
講
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会
は

回
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催
し
ま
し
た
。 
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れ
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活
動
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渡渡邉邉 信信廣廣
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落
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が
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携
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